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一般国道１８５号 休山改良



事後評価結果（令和５年度） 

事業名 一般国道185号 休山
やすみやま

改良 事業 

区分 

一般国道 事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点  自：広島
ひろしま

県呉
くれ

市本通
ほんどおり

6丁目 

 至：広島
ひろしま

県呉
くれ

市阿賀
あ が

中央
ちゅうおう

6丁目 

延長 

２．６km 

事業概要  

一般国道185号は、広島県呉市から三原市へ至る延長約７０ｋｍの主要幹線道路である。 

休山改良は、呉市の東西を連絡する延長２．６ｋｍのバイパスである。 

事業の目的・必要性  

事業目的は、交通渋滞の緩和や交通安全の確保である。 

事業概要図  

■位置図                                 ■平面図 

事

業

の

効

果

等

事業期間 事 業 化 年 度S61年度 用 地 着 手  H元年度 供用年 

(暫定/完成)

(当初)  S61/H22 変 

動 1.3倍都 市 計 画 決 定  S61年度 工 事 着 手  H6年度 (実績)  S61/H30 

事業費 計画時 

(暫定/完成)

(名目値)   - /約450億円 実 績 

(暫定/完成)

(名目値)      - /約412億円 変 

動 0.9倍(実質値)   - /約435億円 (実質値)            - /約384億円 

交通量 

(当該路線)

計画時 

(暫定/完成) - /44,900台/日

実 績 

(暫定/完成) - /41,000台/日

変

動 0.9倍

旅行速度向上 

(供用前現道→当該路線)

    13.1 km/h  →  31.8 km/h

(供用前年次) H11年度      (供用後年次) R4年度

交通事故減少 

(供用前現道→供用後現道)

161.2件/億台キロ  → 46.3件/億台キロ

  (供用前年次) H10-13年    (供用後年次) R4.3.19-R5.5.31

費用対効果

分析結果 

（当初） 

Ｂ／Ｃ 総費用  532億円 総便益   1,761億円 基準年  

3.3 

事 業 費：  504億円

維持管理費：   28億円

走行時間短縮便益： 1,570億円

走行経費減少便益：   142億円

交通事故減少便益：    49億円

   平成１６年 

費用対効果

分析結果 

（事後） 

Ｂ／Ｃ 総費用 886億円 総便益   2,276億円 基準年   

2.6 

事 業 費：  840億円

維持管理費：   46億円

走行時間短縮便益： 1,869億円

走行経費減少便益：   330億円

交通事故減少便益：    77億円

      令和５年 

事業遅延による 

コスト増 

費用増加額  便益減少額  

-      億円 -      億円

事業遅延の理由  

特になし。 

交通量変動の理由   

計画時に予測された呉市のR2将来人口に比較して、実績のR2国勢調査の人口は少ないことから、呉市

に関連するOD需要が想定以上に減少し、休山改良の交通量に変動が生じたものと考えられる。 



事

業

の

効

果

等

客観的評価指標に対応する事後評価項目  

①円滑なモビリティの確保 

・渋滞損失時間が削減した。【74.7万人時間/年】 

・旅行速度が改善した。【呉市本通6丁目～呉市阿賀中央2丁目：旅行速度13.1km/h⇒31.8km/h】 

・バス路線の利便性が向上した。 

・新幹線駅へのアクセスが向上した。【呉市役所～東広島駅：46分⇒35分】 

・第二種空港（広島空港）へのアクセスが向上した。【呉駅～広島空港：60分⇒49分】 

②物流効率化の支援 

・重要港湾へのアクセスが向上した。【東広島市役所～呉港：68分⇒57分】 

③国土・地域ネットワークの構築 

・地域高規格道路「広島呉道路」の一部として位置付けられている。 

・隣接した日常生活圏中心都市間の所要時間が短縮した。【呉市役所～東広島市役所：64分⇒53分】 

・日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上した。【呉市役所～広支所：25分⇒14分】 

④個性ある地域の形成 

・観光地（大和ミュージアム、グリーンピアせとうち、呉市立美術館）へのアクセスが向上した。 

⑤安全で安心できるくらしの確保 

・第三次救急医療機関へのアクセスが向上した。【呉市広市民センター～呉医療センター：27分⇒17分】 

⑥ 災害への備え 

・広島県の第１次緊急輸送道路に指定されている。 

⑦ 地球環境の保全 

・ＣＯ２排出量が削減した。【削減量：約7.7千t/年、1513.5千t/年→1505.8千t/年】 

⑧ 生活環境の改善・保全 

・ＮＯｘ排出量が削減した。【削減量：約17.2t/年、3166.0t/年→3148.9t/年】 

・ＳＰＭ排出量が削減した。【削減量：約1.0t/年、167.4t/年→166.5t/年】 

その他評価すべきと判断した項目  

 特になし 
事 

業 

に 

よ 

る 

環 

境 

変 

化 

環境影響評価に対応する項目  

・環境影響評価は実施していない。 

その他評価すべきと判断した項目  

 特になし 

事業を巡る社会経済情勢等の変化   

・呉市の人口は、平成17年をピークに、近年減少傾向。【昭和60年：226千人→令和2年：215千人】 

・呉市の自動車保有台数は、平成17年をピークに、近年減少傾向。【平成14年：101千台→令和2年：132千台】

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性  

・休山改良は事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要はないと考える。

・休山改良の整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保など一定の効果が確認できることから、改善措

置の必要性はないと考える。  

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  

・同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、観光等

の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。 

・今後周辺の道路整備が進み更なるネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社

会経済指標やビッグデータ等データの蓄積に努める。 

特記事項  

 特になし 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま

一般国道１８５号 休山改良

国土交通省 中国地方整備局

令和５年１０月

や す み や ま

「事後評価」



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま１．位置図

1

・一般国道１８５号は、広島県呉市から三原市へ至る延長約70ｋｍの主要幹線道路である。

・休山改良は、呉市の東西を連絡する延長2.6ｋｍのバイパスである。
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一般国道185号 休山改良 延長2.6km

休山

凡例
対象路線
高速道路
直轄道路
補助国道
都市高速

【凡 例】
対象路線

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市 道



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま
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410百台/日

至 東広島市

至 三原市

２．事業概要及び経緯
（１）事業概要

2

標準断面図

計画概要図

起 終 点
起点：呉市本通6丁目

終点：呉市阿賀中央6丁目

計 画 延 長 2.6km

道 路 規 格 第4種第1級

設 計 速 度 60km/h

車 線 数 4車線

くれし あ がちゅうおう

くれ し ほんどおり

H14.3開通

車道（下り線）

H31.3開通

（単位：ｍ） （単位：ｍ）車道（上り線） 自転車
歩行者道

・一般国道185号休山改良は 交通渋滞の緩和や交通安全の確保等を目的とした延長2.6kmの道路である。

やすみやま

一般国道185号 休山改良 延長2.6km

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

（起
）

（終
）

休山

呉
労
働
基
準
監
督
署
前
（
仮
称
）

本
通
１
丁
目
交
差
点

【凡 例】

対象路線

高速道路

直轄国道

補助国道

主要地方道

一般県道

市 道

交通量（R2.9.16実態調査）

主要渋滞箇所（R4.9.1）



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま２．事業概要及び経緯

（２）事業の経緯

区 間 休山改良

都市計画決定 昭和61年度

事業着手 昭和61年度

用地着手 平成元年度

工事着手 平成6年度

開通
平成14年3月 2車線

平成31年3月 4車線

3
再評価実施

平成11年度
平成16年度
平成21年度
平成24年度
平成27年度

写真②終点側坑口付近

R5.7.6撮影

至広島市

至三原市

写真①起点側坑口付近

R5.7.6撮影

至広島市

至三原市

・昭和61年度に都市計画決定及び事業着手。
・平成13年度に暫定2車線で開通し、平成30年度に4車線で開通した。
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やすみやま

一般国道185号 休山改良 延長2.6km

（
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（
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通
１
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交
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点

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

【凡 例】
対象路線

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市 道
交通量（R2.9.16実態調査）
主要渋滞箇所（R4.9.1）



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま３．費用対効果分析の算定基礎となった

要因の変化

当初・再評価
(H16再評価)

実績

事業延長 2.6km 2.6km

道路構造 4車線 4車線

総事業費 約450億円 約412億円

交通量 44,900台/日
（H11道路交通量調査に基づくR12推計）

41,000台/日
（R5実績値）

事業期間
昭和61年度～平成22年度

（25年間）
昭和61年度～平成30年度

（33年間）

4

※新規事業採択時評価または事業着手後の再評価時点の想定・予測と事後の実績を比較する。

■一般国道185号 休山改良



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま

■交通量の推移
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1,340 1,323 1,331 1,320 

1.00 
0.99 0.99 

0.98 

1.00 1.01 

1.04 
1.06 

1.00 
1.01 

1.03 
1.05 

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

0

1,000

2,000

2005

（H17）

2010

（H22）

2015

（H27）

2020

（R2）

呉市

（自動車保有台数）

呉市

（伸び率）

広島県

（伸び率）

中国地方

（伸び率）

（百台）
伸び率

（2005年＝1.00）
伸び率

（2005年＝1.00）
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４．社会経済情勢の変化

交通量調査地点：休山トンネル東口
資料：全国道路・街路交通情勢調査（H11）

交通実態調査結果（H15以降） 5

資料：国勢調査

■人口の推移 ■自動車保有台数の推移

資料：広島県統計書、呉市統計書
都道府県別・車種別自動車保有車両数（一般財団法人自動車検査登録情報協会）

H31.3
4車線開通

・沿線地域である呉市の人口は、近年減少傾向にある。自動車保有台数は横這いである。

・旧国道185号（呉越峠）と休山改良の断面交通量は、開通前の平成11年の481百台/日に対して、令和5年は489百台/日で微増している。
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H14.3
2車線開通

ＮH14.3
2車線開通

H31.3
4車線開通

交通量調査地点

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

休山トンネル東口交差点

R4.3
阿賀IC立体化開通

くれごえとうげ

くれごえとうげ



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま

５．事業周辺における環境の変化

6

東広島・呉自動車道 32.8km

H24.4開通
12.3km

H27.3開通
8.8km

H19.11開通
7.3km

休山改良
2.6km

Ｎ 至
三
原
市

東広島・呉自動車道 H27.3全線開通

【写真①】馬木IC：呉市方面を望む

東広島・呉自動車道 H27.3全線開通

【写真②】黒瀬IC：東広島市方面を望む

呉市役所

写真②

写真①

H22.3開通
4.4km

・東広島・呉自動車道（高屋JCT・IC～阿賀IC）の全線開通により、呉市などの沿線市町と山陽自動車道・広島空港等へのアクセス向上が図ら
れている。また、阿賀マリノポリス地区の整備、工業団地の整備など、まちづくりが進展している。

大多田IC

写真④

写真③

阿賀IC立体化 R4.3開通

【写真④】阿賀IC立体：東広島市方面を望む

至
広
島
市

東広島・安芸バイパス R5.3全線開通

【写真⑤】東広島・安芸バイパス開通式典

写真⑤

H18造成完了 阿賀マリノポリス地区（分譲中）
・長浜産業㈱ R4.6操業
・㈱マスヤ工業 R4.4操業
・大森運送㈱ R4.4操業

S63造成完了 桑畑工業団地
H 3造成完了 長谷工業団地
H 7造成完了 郷原工業団地
H19造成完了 苗代工業団地(1期)
H23造成完了 苗代工業団地(2期)

阿賀マリノ大橋 H23.3開通

H18造成完了 安浦産業団地
（分譲中）

●●● ：主な工業団地

●●● ：主な道路開通

●●● ：その他

広島空港 H5開港

写真⑥

至
広
島
市

広島呉道路 H8.8全線開通
坂北～呉間4車線化事業中

【写真⑥】呉トンネル南側坑口・工事中

至呉

至広島

至
広
島
市

大多田IC H29.4開通

【写真③】大多田IC：開通式典



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま

６．事業効果の発現状況

整備効果①：円滑なモビリティの確保

整備効果③：通行止めの減少

≪整備効果≫

整備効果②：安全・安心の確保

7

整備効果④：地域の活性化

整備効果⑥：広域交通網へのアクセス向上

整備効果⑤：救急医療活動の支援



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま

481
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401 410 410

481 519 499 489

0
100
200
300
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600

開通前（H11） 2車線（H27） 4車線（R2） 4車線（R5）
阿賀IC立体

（百台/日）

22

41 41

0
10
20
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60

整備前2車線 整備後4車線 整備後4車線

・阿賀IC立体

17 18
24

0
10

20
30
40

50
60

整備前2車線 整備後4車線 整備後4車線

・阿賀IC立体

６．事業効果の発現状況
整備効果①：円滑なモビリティの確保（所要時間の短縮）

8

・並行する呉越峠の交通の約8割が休山改良に転換。
・また、休山改良の4車線化により、スムーズな交通が確保され、旅行速度が大幅に改善されるとともに、朝ピーク時において所要時間が約
19分短縮されるなど、円滑なモビリティが確保されている。

休山改良2.6km

呉市役所

Ｎ

至

三
原
市

至

広
島
市

出典：【開通前】全国道路･街路交通情勢調査
【2車線】平成27年7月15日（水）調査結果、【4車線】令和2年9月16日（水）調査結果
【4車線・阿賀IC立体】令和5年6月20日（火）調査結果

休
山
ト
ン
ネ
ル

東
口
交
差
点

休
山
ト
ン
ネ
ル

西
口
交
差
点

休山改良 呉越峠

整備前2車線 整備後4車線

※休山トンネル東口坑口

４車線化により

交通容量を確保
写真車線減少により

交通容量不足
写真

完成４車線後の渋滞状況の変化

所要時間の変化（上下平均）交通量の変化（休山改良・呉越峠）

休山改良の旅行速度の変化（朝ピーク時平均）

H27.7.30 7時台 R5.7.6 11時台

呉越峠は
開通前の
約8割減

本
通
一
丁
目
交
差
点

先
小
倉
交
差
点

出典： 【呉越峠経由】H11全国道路･街路交通情勢調査
（平日：混雑時旅行速度）より算出
【2車線】ETC2.0プローブデータ H30.10（平日）上下平均
【4車線】ETC2.0プローブデータ R3.10（平日）上下平均
【4車線・阿賀IC立体】ETC2.0プローブデータ R4.10（平日）上下平均

※朝ピーク時(7,8時台）の平均旅行速度

先
小
倉
交
差
点

本
通
一
丁
目
交
差
点

約12分 約18分短縮

【休山改良経由（4車線） 】

約18分

【休山改良経由（2車線）】

【呉越峠経由】

約30分

約12分短縮

休山

呉
労
働
基
準

監
督
署
前
（
仮
称
）

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

（
県
）瀬
野
呉
線

（
主
）
呉
環
状
線

（
主
）
呉
平
谷
線

（
起
）
呉
市
本
通
６
丁
目

（
終
）
呉
市
阿
賀
中
央
６
丁
目

く
れ
し

ほ
ん
ど
お
り

く
れ
し

あ

が

ち
ゅ
う
お
う

阿賀IC立体化
R4.3

【凡 例】
対象路線

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市 道
主要渋滞箇所（R4.9.1）

約11分 約19分短縮

【休山改良経由（4車線・阿賀IC立体） 】

下り

上り

出典：【整備前2車線】ETC2.0プローブデータ H30.10（平日）
【整備後4車線】ETC2.0プローブデータ R3.10（平日）
【整備後4車線・阿賀IC立体】ETC2.0プローブデータ R4.10（平日）
※朝ピーク時（平日7：00～9：00）の平均旅行速度
※休山トンネル西口～休山トンネル東口区間で算出

（km/h）

（km/h）

4車線化により
速度上昇

4車線化により
速度上昇

交通量調査地点

交通量調査地点：休山トンネル東口



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま

5 10 15 20 25 30

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

5 10 15 20 25 30

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

（所要時間：分） （台）

６．事業効果の発現状況
整備効果①：円滑なモビリティの確保（物流の効率化を支援）

9

・休山改良は呉市の東西を結ぶ重要な幹線道路であり、地域間の物流活動等に活用されている。
・休山改良の4車線化により、所要時間のばらつきが縮小し、時間の信頼性が確保され、物流活動の効率化を支援している。

所要時間のばらつき

休山改良 2.6km
至

広
島
市

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

至

三
原
市

至 東広島市

【凡 例】
対象路線

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市 道
主要渋滞箇所（R4.9.1）

出典：R4.4.21交通量調査
（休山トンネル東口交差点）

【広交差点→すこやかセンターくれ前交差点】 【休山トンネルの時間帯別大型車交通量】

【すこやかセンターくれ前交差点→広交差点】 【休山トンネルの時間帯別大型車交通量】

上 り

下 り

（R5年6月 物流業者ヒアリング結果）

関係者の声

・休山トンネルの4車線化と阿賀IC立体化により、渋滞が大きく緩和され、一定の時
間帯を除けばスムーズに車が流れるようになり、時間が読めるようになりました。
また、毎日の通勤も、車が流れるように進んでいます。

・予定の時間を立てることが可能になり、営業や集配業務において、大きな時間の
遅れを生じることなく訪問が可能となりました。

（所要時間：分）
（台）

出典：R4.4.21交通量調査
（休山トンネル東口交差点）

Ｎ

昭和方面
（焼山）

呉市役所

広交差点

物流企業Ａ
（地域の荷物を集荷）

天応方面

江田島方面

中央
方面

集荷・配送

約17台/日

集荷・配送

約4台/日

すこやかセンター
くれ前交差点

広方面

集荷・配送

約14台/日

郷原方面

集荷・配送

約2台/日

東広島
方面

整備前2車線
整備後4車線
整備後4車線・阿賀IC立体

出典：ETC2.0プローブデータ(大型車)
【整備前2車線】H30.10（平日）
【整備後4車線】R3.10（平日）
【整備後4車線・阿賀IC立体】R4.10（平日）

整備前2車線
整備後4車線
整備後4車線・阿賀IC立体

出典：ETC2.0プローブデータ（大型車）
【整備前2車線】H30.10（平日）
【整備後4車線】R3.10（平日）
【整備後4車線・阿賀IC立体】R4.10（平日）

13分差
8分差

所要時間差が4車線化後に縮小
整備前2車線：13分
整備後4車線：8分
整備後4車線・阿賀IC立体：8分

12分差
4分差

所要時間差が4車線化後に縮小
整備前2車線：12分
整備後4車線：8分
整備後4車線・阿賀IC立体：4分

25分20分

19分

11分

12分

12分

24分

12分

15分

11分

20分

12分

（R5年6月 物流業者ヒアリング結果）
配送・集荷

R5.7撮影

物流企業（地域の荷物を集配）



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま
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200.0

整備前

（旧国道185号）

整備前

（2車線）

整備後

（4車線）

整備後

（阿賀IC立体化）

休山改良

旧国道185号

（呉越峠）

６．事業効果の発現状況
整備効果②：安全・安心の確保
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休山改良と旧国道185号（呉越峠）の死傷事故率の変化休山改良 2.6km

（
県
）
瀬
野
呉
線

（
主
）
呉
平
谷
線

呉市役所

至

三
原
市

至

広
島
市

先
小
倉
交
差
点

写真

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

※整備前（旧道185号）：H10～H13、H11全国道路･街路交通情勢調査
整備前2車線：H27～H30、平成27年7月15日（水）調査結果
整備後4車線：H31.3.10～R4.3.18、令和2年9月16日（水）調査結果
阿賀IC立体化：R4.3.19～R5.5.31、令和5年6月20日（火）調査結果
集計区間は休山トンネル東口交差点～西口交差点

・休山改良の4車線化により、休山改良と旧国道185号（呉越峠）の死傷事故率の合計が約7割減少し、道路利用者の安全性向上に寄与して
いる。渋滞に起因した追突事故については、約９割減少している。

休山改良と旧国道185号（呉越峠）の
死傷事故と追突事故の発生状況

休
山
ト
ン
ネ
ル
西
口
交
差
点

休
山
ト
ン
ネ
ル
東
口
交
差
点

Ｎ

出典：交通事故統合データベース（R3.12.31まで)、警察事故データ（R4.1.1以降）

整備時から
死傷事故率が
約7割減少

＜写真（南東方向を望む）：2車線時＞ ＜写真（南東方向を望む）：完成4車線＞

至三原市

【凡 例】
対象路線

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市 道
主要渋滞箇所（R4.9.1）

（件/年）

（件/億台キロ）

追突事故が
約９割減少

R5.7撮影

至三原市

H27年再評価資料より
※整備前（旧道185号）：H10～H13、整備前2車線：H27～H30
整備後4車線：H31.3.10～R4.3.18、阿賀IC立体化：R4.3.19～R5.5.31
集計区間は休山トンネル東口交差点～西口交差点

出典：交通事故統合データベース（R3.12.31まで)、警察事故データ（R4.1.1以降）



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま
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通行止(全面)

通行止(片方向)規
制
時
間

通行止め時間

平均3.4時間/年

（h)

通行止め時間

平均0.2時間/年

６．事業効果の発現状況
整備効果③：通行止めの減少
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・休山トンネルでは、4車線化前の過去5年間で事故等に起因した通行止めが約3.4時間/年発生。
・4車線化後に通行止めが大幅に減少、また、全面通行止めが無くなり、地域を結ぶ幹線道路としての機能が高まっている。

（R5年5月 呉市広支所ヒアリング結果）

注）旧国道185号(呉越峠)：県道瀬野呉線，市道阿賀中央西畑線休山改良 2.6km

県

瀬
野
呉
線

主

呉
環
状
線

主

呉
平
谷
線

呉市役所

先
小
倉

交
差
点

至

三
原
市

Ｎ

本
通
６
丁
目
交
差
点 阿

賀
駅
前

交
差
点

至

広
島
市

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
く
れ
前
交
差
点

本
通
１
丁
目
交
差
点

休山トンネル付近では
事故に起因した通行止め等が
2車線時：約3.4時間/年
4車線時：約0.2時間/年

休
山
ト
ン
ネ
ル
西
口
交
差
点

休
山
ト
ン
ネ
ル
東
口
交
差
点

通行止め発生による年間通行止め時間

休
山
ト
ン
ネ
ル
東
口

休
山
ト
ン
ネ
ル
西
口

【H29.10.13 休山トンネル通行止め時の通過時間】

（旧国道185号呉越峠利用）

約21分

2車線通常時の
約4倍

※休山トンネル事故による全面通行止めH29.10.13 12：19～14.41（142分）

通常時と通行止めによる迂回時の通過時間

関係者の声

・休山トンネルの4車線化により、休山
トンネルでの通行止めや、呉越峠を
大きく迂回しなければならない状況
がなくなりました。

・防災の観点からも、4車線化された
ため通行止めになりにくいのは、大
きなメリットと感じています。

・これまで混雑時に呉越峠に迂回して
いた交通も、休山トンネルを通行す
るようになったと感じています。

呉
労
働
基
準

監
督
署
前
（
仮
称
）

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

4車線化後
全面通行止め０件

追い越し車線に停車した
故障車両と駆けつけた警察車両

事故発生時等においても
通行が可能に

【凡 例】
対象路線

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市 道
主要渋滞箇所（R4.9.1）

（2車線時）
通行止め時間

平均3.4時間/年

（4車線時）
通行止め時間

平均0.2時間/年

※整備前：H27.4.1～H31.3.9
整備後：H31.3.10～R4.3.31

出典：広島国道事務所資料

出典：【通行止め時】ETC2.0プローブデータ H29.10.13 13時台
※休山トンネル通行止め時間帯で算出

【整備前2車線】ETC2.0プローブデータ H30.10（平日）
【整備後4車線】ETC2.0プローブデータ R3.10（平日）
【整備後阿賀IC立体】ETC2.0プローブデータ R4.10（平日）
※平日13時台の平均旅行速度、休山トンネル東口→休山トンネル西口区間で算出

整備後（4車線）

整備後（阿賀IC立体化）

約5分

約3分

約3分

H31.3
4車線開通

R4.3
阿賀IC立体化開通

整備前（2車線）

【通常時の平均通過時間】

R2.3.2記者発表資料より



一般国道１８５号 休山改良
やすみやま
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６．事業効果の発現状況
整備効果④：地域活性化の支援

12出典：国勢調査

※H7年を基準
伸び率

（累計店舗数）

呉市

広地区・阿賀地区

出典：全国大型小売店総覧2023

・休山改良は、呉中心部と広地区・阿賀地区間の移動の最短経路となり、地域間を結ぶ交通量が増加傾向、特に自転車は約11倍に増加。
・広地区及び阿賀地区では、大型小売店の立地が進み、人口減少に歯止めがかかる等、休山改良は地域の発展に寄与。

広地区・阿賀地区の人口の推移

（R5年6月 呉市役所ヒアリング結果）

関係者の声

・特に広古新開７丁
目周辺は区画整理
事業が終わり、大型
の駐車場を持つ店
舗が立地したため、
呉中心部の方も広
に買い物や食事に
行くなど、行き来が
多くなっています。

呉-広間の交通量の推移

呉市全体では
減少傾向が続く

休山改良付近
は横這い

出典：全国道路・街路交通情勢調査(H11）
交通実態調査結果（H15以降）

【自動車交通量】

開通後
増加傾向

休山改良

4車線開通(H31.3)

15店舗

13店舗

6店舗

H7
（整備前）

R17
（2車線）

R2
（4車線）

広地区・阿賀地区 89 92 91

呉市全体 270 251 215

休山改良

暫定2車線開通

(H14.3)

休山改良

4車線開通(H31.3)

人口の推移
（千人）

断面①

・休山改良の4車線化により、
呉中心部と阿賀・広間の休山
による隔てられたイメージが払
拭されました。

開通により
自転車が
約11倍

約1%増

Ｎ

休山改良 2.6km

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

断面①

阿賀地区

広地区

休山

(

主)

呉
平
谷
線

(

県)

瀬
野
呉
線

至 東広島市

至

広
島
市

呉市役所 古新開土地区画整理事業
（H3.11～R4.3施行）

阿賀マリノ大橋開通
H23.3

阿賀マリノポリス地区
2工区完成（H18.11）

ＪＲ呉線新広駅開業
（H14.3）

広島国際大学呉
キャンパス開校（H14.4）

広市民センター落成
（H19.34）

ＪＲ安芸阿賀駅
新駅舎完成（H18.7）

至

東
広
島
市

※12時間：7時～19時
出典：全国道路・街路交通情勢調査(H11）

交通実態調査結果（H16.8.23(月)）
交通実態調査結果（H27.7.15(水)）
交通実態調査結果（R5.6.20(火)）

【凡 例】
対象路線

高速道路
直轄国道
補助国道
主要地方道
一般県道
市 道
主な開発事業

大型商業施設

【地 区】
広地区
阿賀地区

H14.3
2車線開通

H31.3
4車線開通

R4.3
阿賀IC立体化開通

広地区・阿賀地区の大型小売店の立地状況の推移

H31.3 4車線開通H14.3
2車線開通

H31.3
4車線開通

R4.3
阿賀IC立体化開通

休山改良

旧国道185号（呉越峠）

R5.7撮影

広古新開７丁目付近の小売店舗
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６．事業効果の発現状況
整備効果⑤：救急医療活動の支援
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・呉市消防局東消防署管内から呉医療センター(第三次医療施設)への搬送は、休山トンネル入口付近の渋滞による搬送の妨げや、トンネル
内のセンターライン上にあるポールが追い越し時に支障となり、現場到着に時間を要していた。
・休山改良4車線化により、広方面から呉医療センターへの搬送時間が約４分短縮し、患者への負担が軽減され、緊急車両の走行性も改善。

至 東広島市

至

広
島
市

休山改良 2.6km

東消防署

呉市消防局
東消防署管内

下蒲刈
9名 蒲刈

6名

豊
10名

安浦
55名

広
250名

阿賀114名

郷原
29名

豊浜
5名

地区名

東消防署管内から

呉医療センターへの搬送人数（名）

凡 例

消防署
第二次医療施設
第三次医療施設

呉市消防局
東消防署管内

川尻
43名

広域な東消防署管内で
発生する年間約570人程度
の救急搬送を担う

Ｎ

先小倉

本通一丁目

対向する車両やセンター
ポールが障害となり
追い越しが出来ない

スムーズな走行が可能

【整備前】
対面交通
2車線

※救急車両の走行性改善イメージ

【整備後】
片側2車線
（４車線化）

【搬送人数の推移】

出典：呉市消防局
提供データ

仁方
29名

呉市消防局 東消防署管内の救急搬送 東消防署管内から呉医療センターへ搬送状況

関係者の声

・休山改良４車線化により、救急搬送等の緊急車両の通行は格段
にスムーズになり、安全性も増したと思われます。
・２車線のときは、前方車両を追い越す際、センターポールや反対
車線に蛇行して走行する必要がありましたが、４車線化により、そ
の必要性がなくなりました。
・また、阿賀ＩＣ立体化で、以前より混雑時の先小倉交差点の渋滞が
緩和され、救急車もスムーズに通行できているように思われます。

（R5年5月 呉市消防局ヒアリング結果）

救急搬送時の走行性改善

休山トンネル下り

阿賀中央1丁目付近（R1.10.3撮影）

写真①

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線

出典：呉市消防局提供データ（R4.3.19～R5.3.18）

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

整備前

2車線

整備後

4車線

整備後4車線

・阿賀IC立体

約4分
短縮 約14.5分

約18.1分

約14.4分

H31.3
4車線開通

R4.3
阿賀IC立体化開通

平均
約570人/年

出典：
【整備前2車線】ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ H30.10（平日）
【整備後4車線】ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ R3.10（平日）
【整備後4車線・阿賀IC立体】
ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ R4.10（平日）
※昼間12時間平均
※広市民センターから呉医療センターへ
の所要時間を算出

R5.7撮影

呉医療センター
（第三次医療施設）

救急車両が休山改良
を通過する様子

【広地区からの搬送時間の短縮】
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114人

138人

172人
190人
203人
213人
198人
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146人

0
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

広島空港

馬木
IC

呉市

熊野町

東広島市

Ｎ

呉駅発

大多田IC

休山改良
2.6km

阿賀駅

自
動
車
専
用
道
路
区
間

一
般
道
区
間

凡例

主要渋滞箇所（R4.9.1）

写真①
写真②

関係者の声

平成14年3月 2車線
平成31年3月 4車線
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1
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台

1
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台

1
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台

1
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台

1
7時
台

1
8時
台

1
9時
台

整備前2車線 整備後4車線 整備後4車線

・阿賀IC立体（人/日）

６．事業効果の発現状況
整備効果⑥：広域交通網へのアクセス向上
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・東広島・呉自動車道が既に全線開通（H27.3）しており、休山改良の開通により山陽自動車道と広島呉道路（クレアライン）と一体となった広
島市、呉市、東広島市を結ぶネットワークが形成。
・休山改良4車線化は、時刻表の所要時間と最も遅い所要時間の差が約8分から約5分に、阿賀IC立体化後には約1分に改善し、所要時間の
信頼性が改善したことで、呉駅から広島空港へのアクセス性が向上。

（R5年6月 広島電鉄株式会社 ヒアリング結果）

写真①

※エアポートバス「呉広島空港線」はH25.7運行開始
※R4～5年度はヒアリング調査より
※R5年度は4～5月を集計、G7サミット時は運休5日(5/18～5/22)
出典：呉市地域公共交通協議会資料

整備前：バスが渋滞に巻き込まれている状況
（休山トンネル西口交差点付近）

整備後：渋滞が解消され、バスが走行している状況
（長迫側（西側）坑口付近）

写真②

至 休山トンネル西口

※整備前2車線：H30.10平日、整備後4車線：R3.10平日
整備後4車線・阿賀IC立体：R4.10平日
※各時間帯別の上下5％を特異値として除外
出典：ETC2.0プローブデータ

エアポートバス時刻表（広島電鉄(株)HP）

エアポートバス時刻表の所要時間（13分）
からの遅れ時間

遅れ時間
（分）

休山整備前2車線：約8分

呉広島空港線エアポート運行経路 空港行き 呉駅から阿賀駅間
の所要時間の信頼性

「呉広島空港線」

休山トンネル整備前後のバスの走行状況の様子

・休山改良4車線化後は、休山トンネル内お
よび前後区間における極端な速度低下や
渋滞が発生しないため、広島空港発羽田
行きの朝の航空便へ接続するエアポート
バスの運行遅延が減少しました。
・また、遅延が減少したことで、乗務員の運
行時の気焦りも緩和された傾向にあると思
われます。

阿賀IC立体後：約1分に改善

H31.3
4車線開通

R4.3
阿賀IC立体化開通

（年度）

（コロナ禍
による減少）

R5.7撮影

休山4車線化後：約5分に改善

海田町

エアポートバス「呉広島空港線」
1日当りの平均利用客数の推移
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自転車 歩行者（人/12h）

６．事業効果の発現状況
整備効果⑦：歩行者・自転車の通行環境改善
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・旧国道185号（呉越峠）は急勾配（4～5％）区間が連続しているため、歩行者・自転車の通行の負担となっていた。
・休山改良の開通により、歩行者・自転車等の負担が軽減されたため、通勤・通学時間帯に多く利用され、特に自転車利用者は約11倍に増
加。

呉
市
本
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６
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６
丁
目

く
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し

ほ
ん
ど

お

り
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れ

し
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が

ち
ゅ
う
お
う

休山改良 2.6km

注）旧国道185号(呉越峠)：県道瀬野呉線，
市道阿賀中央西畑線

呉中央⇔阿賀間の歩行者・自転車流動

呉市役所

県

瀬
野
呉
線

主

呉
環
状
線

休
山
ト
ン
ネ
ル

西
口
交
差
点

休
山
ト
ン
ネ
ル

東
口
交
差
点

至

三
原
市

至

東
広
島
市

至

広
島
市

東畑

歩行者・自転車交通量（断面A）

断面Ａ

※12時間：7時～19時
出典：全国道路・街路交通情勢調査(H11）

交通実態調査結果（H16.8.23(月)）
交通実態調査結果（H27.7.15（水））
交通実態調査結果（R5.6.20（火））

【写真①】休山トンネル西側坑口
（呉市中心部方面を望む）

【旧国道185号（呉越峠）縦断勾配】

東畑

休山トンネル
西口交差点

休山トンネル
東口交差点

旧国道１８５号（呉越峠）縦断勾配 急な勾配が連続し
て、歩行者や自転
車の負担になって
いた

歩行者・自転車の通行状況

地域の声

（R5年6月 呉市役所ヒアリング結果）

・休山トンネルは、歩車道が分離され排ガ
ス防止のパネルも設置されました。その
結果、多くの自転車が行き来しています。
・旧国道（呉越峠）時代では、呉から阿賀・
広間を行き来する自転車は少なかったの
ですが、休山トンネル開通後に自転車が
増えたのはアップダウンの少ない休山改
良ならではの効果と考えてます。

開通により
自転車利用者が
約11倍
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【歩行者・自転車交通量の変化】

【時間帯別の歩行者・自転車交通量の変化（R5）】

出典：交通実態調査結果（R5.6.20（火））
※歩行者と自転車の合算値としている

通勤・通学時間帯
に特に多く利用

【凡 例】

高速道路

直轄国道

補助国道

主要地方道

一般県道

市 道

主要渋滞箇所
(R4.9.1)
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７．今後の事業評価の必要性等

今後の事後評価の必要性

改善措置の必要性

同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・休山改良の整備により、交通混雑の緩和、安全・安心の確保、日常生活における利便性の向上

など一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。なお、休山改良前後の

混雑が発生している区間については、今後必要な検討を進めていく。

・同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域の取組）と整合させ、経済、

観光等の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。

・事業評価手法の見直しについては必要ないと考えるが、今後周辺道路整備が進み更なるネット

ワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会経済指標やビッグデータ等デー

タの蓄積に努める。

・休山改良は事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要はな

いと考える。
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《参考資料》

項 目 全体事業

費用（Ｃ） 886

事業費 840

維持管理費 46

便益額（Ｂ） 2,276

走行時間短縮便益 1,869

走行経費減少便益 330

交通事故減少便益 77

費用便益比 2.6

便益計測対象項目 内容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮され
る効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善され
ることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費、タイ
ヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減少効果を
対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

◆３便益による費用便益比

◆道路の役割

（億円）

計画交通量※ 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)

（ ）内は残事業B/C

38,700台/日 約412億円 886億円 2,276億円 2.6

■道路の役割

①環境の改善（地球環境）［CO2排出量：約 8千㌧/年（約0.5%）削減］

環境の改善（沿道環境）[NOX排出量：約 17㌧/年（約0.5%削減）、SPM排出量：約1㌧/年（約0.6%削減）]

②緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

17

※R5年度時点におけるR22将来推計値

基準年はＲ5年度




